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「人間と環境・エネルギー～主体的にかかわることの意義～」
東洋大学経済学部　小川芳樹
1．環境・エネルギーの伝統的な考え方と転換の必要性（スライド2）
　戦後65年を経過するが、戦後間もない時期からエネルギーは安定供給の確保、エネルギー供給安
全保障の担保を第一とする伝統的な考え方が構築され、それがこれまで堅持されてきた．石油業法、
電気事業法、ガス事業法などの制定によってエネルギー産業の特別扱いと保護が行われてきた　国策
としての原子力発電の導入推進もこの伝統的な考え方の中核をなす柱の1っである、
　このエネルギーの伝統的な考え方は、1970年代の2同の石油危機の到来でさらに強化されたが、
1986年に原油価格が大暴落して2000年まで15年に及ぶエネルギー低価格時代が到来した結果、伝
統的な考え方を支える論理の基盤が弱まった、そのような状況の中で、1980年代末に地球環境問題
が台頭したので、温暖化問題への対応と従来の安定供給の確保を両輪として、伝統的な役割の低ドを
補完し、既存のエネルギー政策・特別扱いを現在まで堅持したとみることができる．、
　しかしながら、2011年3月ll日の東日本大震災の勃発と福島原発事故の発生によって、環境・エ
ネルギー分野の伝統的な考え方は、今まさに大きな転換を迫られることになった．
2．新しいインフラ／スマート・コミュニティと人間の主体的関与（スライド3～5）
　こうした考え方の大きな転換が迫られる中で、環境・エネルギー分野ではスマート・コミュニティ
と呼ばれる新しいインフラの開発と確立が大いに注目されている　IT技術を用いた双方向の情報の
やり取りと分散機能の活用によるエネルギーの効率的な需給調整をねらいとするものである（スライ
ド3）
　このインフラの基盤となるスマート・グリッドには、エネルギー供給事業者、新（創・蓄）エネル
ギー事業者、消費者の二主体が×きく関わるが、特に3番目の消費者にとってどういう意味を持つか
が重要である（スライド4）．エネルギーの変化は目に見えず実感できないことが、消費者が環境を
意識して対応を進めることの妨げとなっている／．tこのためスマート・グリソドでもエネルギーの見え
る化が課題の1つとなっている（スライド5）、
　しかしながら、エネルギーの見える化は、本当に環境意識の高揚につながるのであろうか．t／機器の
介在で情報取得は実現できるであろうが、取得できれば機器でその情報を処理し対応の判断を加える
ことができるので、人間が主体的に関与する機会はなく、最後の結果のみを知らされることにならな
いであろうか、環境の危機に、環境対策に人間は主体的にどう関与すればよいか、抜本的な問題が残
ることになる
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3．　一般の環境意識高揚（主体的関与）につながる最近の活動展開（スライド6～9）
　必要な情報を機器が取得して自動的に分折し対応を処理してくれるのであれば、ノ、間の利便性は［自i
まるであろうが、利便性の追求が主眼となってはノ澗の危機を招来する　環境意識の醸成に基づくノ、
間の主体的な関与が必要である（スライド6）、
　2000年代に入って環境・エネルキー分野で問題に対応する活動展開の中に、環境意識の高揚につ
ながる動きが強まってきた　その動きの1つは、グリーン電力の取引で取得した環境価値の多様な活
用である（スライド7）．グリーン電力の環境価値を入手した様々な需要家による個性的なアピール
によって地球環境保全の重要性を広く一般が認識できたといえる　グリーン電力取引の仲介業者も多
様な活動を展開している
　もう1つは、国内クレジット制度（国内版CDM）の仕組みとプロジェクト実施である　京都メカ
ニズムのCDMを国内の省エネルギー・フロジェクトや再生可能エネルギー導入プロジェクトなどに
応用したものである（スライド8）一京都メカニズムの海外対策に比べれば、国内対策はコスト高で
あるので、容易には拡大しないと予想されたが、2008年から現在までに1、000件を超えるプロジェ
クトが多様な方法論を用いて全国津々浦々から提案された（スライド9）一共同実施者も実に多彩で
ある　多種多彩なプロジェクトの実現はそれだけ広い関心を呼びアピー一…Lできる、
　その他に、NPOなども関与して市民風車や市民太陽光発電などのプロジェクトも多数実施されて
おり、個々の地域の特性を生かした草の根プロジェクトも拡大している（スライド6）、上述のよう
な活動展開は、政府の強制策に比べれば量的拡大は小さいが、一般の環境意識を増幅する。このよう
な2000年代の環境意識高揚の動きをさらに強める工夫が重要である
4．環境の危機・人間の危機へ環境・エネルギーの発想転換の好機（スライド10～11）
　政府は、RPS法の導入から買取制度へ移行して環境に優しい再生可能エネルギーの導人拡大を強
制力で実現しようとしているが、環境問題の啓蒙力は必ずしも強くはない．関係する多様なプレーヤ
ーのパワー結集が重要で、人間が主体的に関与し環境意識を高揚させながら、特にエネルギー需要家
を巻き込んだ息の長い連携活動を展開できることが環境の機器・人間の危機の克服に大きな鍵を握る
（スライド］0）
　福島原発事故の発生は、これまでの環境・エネルギー分野の伝統的な考え方に対して、抜本的な発
想の転換を迫っている一tエネルギーの安定供給重視とその役割を補完する環境という立場から環境危
機へ真に立ち向かう姿勢が強く求められる．利便性を追求する機器任せでなく、国任せのサイレン
ト・マジョリティでなく、消費者の主体的な関与を通じて環境意識を醸成し、環境の危機・人間の危
機ヘチャレンジしていくことが必要である（スライド1D
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エネルギーの見える化は環境意識高揚に？
〈エネルギーの見える化〉
．エネルギーの変イヒは目に見えない、鍵慈できない
，エネルギーの鼻えるイヒカ泌要次世代スマートメーターの灘発
r毘える組ま本当に環堀簿鰍診孫鑑iこでながるか嘩
〈見える化がもたらすのもの〉
．檀器⑳情報取得で実現取得できれば磯器が惰報処理し判断
　HffMS、BEM＄、YveMSシステムの開幾　雀工ネの箪｝弓礼
　汀援斎による再生可魏エネルギー猫器⑳逢隔操作と構報取務
A樵器が自灘処理シ対応を判胚人灘｝宏惣緩鮎東を知る⑳み．
ゆ環境の危機、環境対策に人間は主体的にどう関与？
灘
一般の人々の環境意識高揚と主体的な関与
〈2000年代の環境憲謙高揚につながる勤き〉
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環境の危機・人間の危機へ発想転換の好機
．蜜定洪給、その纐完の撲境遣裟境危機に立向かう姿勢
．供給サイド偏向の取組み涜要サイドも蘂視の取緩み
．秤i藝｛生を追及する磯器任せ〉人間の主体的な綴与
　隠任セのサイレント・マジnリティ・き一鰻の礫境意識醸成
，文鏡模エネルギー籔存つ小規縫の分散エネルギー
．特舞i澱いのエネ大企業一泊一カノレで多様な遼議童体
，激府中心の国策対応〉多様な主体の運携による対策
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